
埋蔵文化財センターの研究活動

埋蔵文化財センターでは、発掘技術者養成のための研

修や、各地の埋蔵文化財調査等に対する指導 ・助言をお

こなうほかに、各研究室および各人が課題を決めて進め

ている研究がある。それらは次の通りであり、そのうち

のいくつかは別頁で報告 しているので<*印)、ここでは

他のいくつかについて紹介しよう 。

埋蔵文化財閥係情報の収集と訓究/全国不動産文化財情報シス テム

の持及流通に!刻する調査研究/解折図化システムに よる文化財計測法

のIlH発/デジタノレ画像に よる発掘調究記録法の If~lge研究/純文編年の

学史的研究/日本古代の稲作股耕掠式の変遷に|瑚する研究/古代地方

官街追跡の調査研究/古代合It!IillfiYtの集成的研究/京アジア古代者11城

の比較研究/京アジア古代の峰l¥il追梢の比較研究/京アジアの古代型

{象・ 培匝lの技法的研究*/刷物遺存体による生業活動の棋院t(I'，)研究/

技存脂質分析による生活環境の御原的研究/古気候の復原的研究/年

輪年代法による古墳時代|制始時期に|見!する研究*/年輪年代法による

白羽山巨大噴火年代の解明/飛Jb-藤原 ・平城宮跡等I_P.土品の保有.処

思/古代石造物の製作技法、ならびに保存科学的研究/金銅製造物の

保存科学的研究/広域遺情探行.法の開発研究本/制限立1!物の構造安定

性に|具lする研究/石造文化財の経年変化に|民lする研究/発J問調査支援
機械システムの開発研究*

埋蔵文化財関係情報処理の現状 文化財情報の収集と公

開にはパソコン通信も 引き続き利用している。意見交換
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の場の提供だけではなく、各種データベースを作成して

活用をはかつている。また、新たにインターオ、ット経由

での情報公開と活用のために機器の整備を進め、「奈文研

ホームページ、」をたちあげて、外部への公聞を開始した。

奈文研の既往の調査研究の紹介だけで、はなく、発掘調査

の速報など、新鮮な情報の提供に心がけている。

全国不動産文化財情報システム情築の現状 平成 7年度

末に整備されたハードウエアを活用して初期データをイ

ンターオ、ット経由で公開するための準備作業をおこなっ

た。これと平行して遺跡情報の収集とデータベースの変

更 ・更新を続行している。データ公開のためのハードウ

ェア ・ソフトウェアは進歩が著 しい分野であり、最適な

手法の選択のために調査をおこなった。

解析図化システムによる文化財計測法の開発 発掘調査

でt~出したj企有与のデジタノレマッピングもようやく削L道に

のり、属性付けも方針が定まった。あとは、異なる図化

機の違うosのもとで作られたデータを変換して奈文研
のマシーンで可読できるデータにすること、データ保存

の媒体を統一規格にすることなE、各測量会社と綿密な

打ち合わせの上、決定していく作業を進めるのみ。

古代地方官街遺跡の調査研究 郷の支配や収奪に関わる

末端官街をめくーって、①郷の編成と村-落結合、②人的組

織論、③郷街(郷家)論、④荷札木簡論、⑤君I~街出先施

設論、⑥首長居宅論、 とし、う視覚から、これまでの研究

の現状と問題点について整理し、それと併行して郷関係、

街遺跡、の文献目録を作成して、200ヶ所以上の追跡、の発

掘調査例を収録した。また、古代の倉庫遺構について、

茨城県平沢官街追跡などにみられる総柱式倉庫の周囲を

めくやる柱穴例を取り上げ、その性絡を検討し、朝:支柱と

みる考察をお こなっている。

動物遭存体による生業活動の復原的研究 長崎県福江島

にある大浜逃跡、では、従来より弥生時代のワシが出土 し

ていたが、県教委の今年度の調査でもウマ、ワシの骨が

出土しており、上層に須恵器を含む層があることからそ

の歯を採集し、年代iHlJ定中。君津市にある 6世紀の市宿

横穴追跡出土の骨角器および動物泣存体を分析した結果、

出土造物中、弓付、骨鍬・、万装具などが田辺市磯|尚岩陰

や、石巻市五松山洞穴泣跡の出土品と共通性をもつこと

から、黒潮を南北に行き来した海人集団が存在すること

があきらかとなった。 (工楽善通)




